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論 文 内 容 の 要 旨
本論 文 は、鎌 倉中 ・後期 にお ける律僧の思想 と活動 を、叡尊(正 治二 ・1200一 正応 三 ・1290
年)と 無住(嘉 禄二 ・1226一正和元 ・1312年)を 対象 と して論 じた もので あ る。 第一 部 で は、
律僧集 団の草創期 にお ける組織 者であ る叡尊 の思想 や活動 を、教団の展開過程 に即 して考察 し、
第二部 で は、叡尊 の教 団 に属 しなが ら、叡尊 とは異質 な教学観 ・人間観を構築 した無住 の思想
を検 討 した。 この二人 の考察 を通 じて、律僧 の思想 と活動 の特質 と、鎌 倉仏教 において戒律 が
宗教 的救済 に果 た した役割 を複 眼的に明 らかに しえたと考え る。以下、本論文 の構成 に従 って
内容 を要約 す る。
序 一鎌倉仏教史研究 の成果 と本稿 の課題 一
近 代歴史学 に もとつ く第二次大戦後 の鎌倉仏教史研究 で は、宗派単位の個別の研究 を踏 まえ、
鎌 倉仏教 の総体 的構造 を叙述す る研究 が提 出され るにいた る。 このよ うな学説 と して、家永三
郎 ・井上光 貞氏 らの説 に もとつ く新仏教の思想的達 成を重視 す る立場、黒 田俊雄 ・平雅行氏 ら
によ る顕密仏教 の社会 的 ・政治 的影響力 を重視す る立場 の二 っがある。 だが、 本稿が主要 な対
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象 とす る叡尊 ・無住 ら律僧 の位置づ けは・ いず れの説 において も十分 で はない。叡尊 は、鎌 倉
仏教界 に大 きな足跡を の こした新儀律僧集団の一つであ る西大寺系律僧 の指導者で あ り、 無住
は西大寺系律僧の一員 と して宗教生活 を送 った人物であ る。彼 ら律僧の担 った戒律興隆運動 を、
研究史 の二つ の立場 はそれぞれ 「旧仏教 の復興」、「顕密仏教 の改革」 と位 置づ けて い る。 つ ま
り、過去 の研究史 を二分す る枠組 みのいずれ にお いて も、律僧 は、 旧仏教 ない し顕密仏教 に属
す る伝統的 なあ り方か ら新たな一歩 を踏み出 した存在 と評価 され、伝統仏教 で もな く革新 的な
仏教で もない とい うマージナルな領域 に位 置づ けられて きた。戒律 は時代 の本流で はない とい
う研究史 の枠組 みが影響 して、律僧 の思想 や戒律 に もとつ く救済観念 の解 明 は、 いまだに不十
分 な段階 にあると言わねばな らない。
現在 まで の鎌倉仏教研究史を以上 のように総括 した上で、本論 文 は、叡尊 ・無住 を考察 す る
にあた って三っ の課 題 を設定 した。第一 に、叡尊 につ いて、著作活動 の把握、中心思想 の確認、
外的 な諸活動 と内的な思想 の関連等を、叡尊 自身 の表現 に即 して解 明す ることである。第二 に、
叡尊 の諸活動を、 救済論的視点か ら再評価す る ことであ る。授戒 ・光 明真言 な どの活動 に着 目
す るほか、権門 との関係、寺領荘園の集積過程な ど、従来 は政治 的 ・社会 的な文 脈で解釈 され
ていた諸活動 につ いて も、宗教的視点 か ら再評価す ることによ って活 動 の救済論 的構造 を明 ら
か にす る。 第三 に、 叡尊 と無住の思想 を、 鎌倉時代の言説 に即 して位 置づ け ることで ある。八
幡縁起 との関連 や非 人授戒 の問題 は、従来 の鎌 倉仏教論 では視野 に入 って こなか った戒律 の問
題 の広が りを示すであ ろう。 さ らに、持戒 の限界 ・不可能性 を強調す る無住 の言説 を、鎌 倉仏
教 の思想家 と対比 す ることによって、叡尊 によって創始 された戒律 に よる救済観念 が もつ可 能
性 と限界を考察 す る。
第一 部 叡尊 におけ る戒律 と救済 ・ 、
第一章 諸 伝記 における叡 尊評価 と本稿 の基本的視点
第一節 「諸 伝記 にお ける叡尊評価」で は、 中世か ら現代 にか けて成立 した九種 の叡尊 伝の特
徴を検討 した。 これ らの伝記において は、諸活動 の成果 に関心 が集 中 し、活動 の時期的展 開や
思想面 での理解 は進 め られていない。
第二節 「叡尊理解 の基本的視点」では、諸活動の成果で はな く、 そ れ らの展 開過 程 に注 目す
べ きであ ると指摘 した。初期の叡尊の宗教生活 は、 俗縁 によ る経済 的支援 を もたず、 西大 寺 に
新設 された律僧集団 に参加す ることによってか ろう じて継続 しえた。 叡 尊 は、 いわば何 もな い
境遇か ら宗教生活 を始 め、西大寺 において律僧 とな り、勧進活動 をお こな うことを通 じて大 教
団 の指導者 とな ってい った。叡尊 の思想 と活動 は、 こういった時期的変化 ・支持者 の構成 とい っ
た視点か ら理解 す るとき、 もっと もよ くその特徴 を明 らかにする ことがで きると考 え られ る。
第二章 著作 と学 問領域
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本章 では、従来 は全 く言及 されて こなか った叡尊 の著作活動 の具体的内容 を明 らかに し、 そ
の特徴 を検討 した。叡尊 の著作 の うち、成立年次 の明 らかな著作 は三五種、不明な著作 は一〇〇
種、総計 は一三五種 にのぼる。 その内容 は、民衆救済関係、戒律関係、 唯織 関係、 密 教 関係、
縁起関係 の五 つの領域 に大別で きる。
叡尊 は、唯織 ・密教 な どの教相面で新 たな思想書 を著す タイプの思想 家で はなか った といえ
る。 む しろ、民衆救済 ・戒律 ・密教修法の儀軌 ・講式 の著述 が多数 にのぼ る点で、授戒 や修 法
の整備 に関心 を集 中 した実践的 な人物であ った と考 え られる。 なお、従来の諸伝記 にもとつ く
研究 において叡尊 の主要 な学問領域 のひとっ とされて きた唯識研究 は、 喩伽菩 薩戒 とい う戒律
研究 の一環 であ った ことを指摘 した。
第三章 叡尊 にお ける救済の構造
本章で は、僧宝再建 および女性救済の面 で注 目 されて きた叡尊の戒律興 隆運動 が、比丘 ・真
言 行者か ら非人 ・獄囚 ・遊女 にいた るまでの全 階層 に対す る一貫 した救済方法 と して戒律 を位
置づ けて いた ことを、授戒活動 の展開過程 か ら明 らかに し、 その意義 を検討 した。
第二節 「僧宝再建 と在家救済」 で は、叡尊 によ る戒律興隆運動 が、僧 宝再建 すなわち出家集
団 の内部 における綱紀粛正運動 であ るばか りではな く、在家救済 という課題 において出家集 団
の外部 との接点 を もっ ことを指摘 した。
第三 節 「民衆救済 と非人救済」 で は、従来 の研究が慈善救済事業 ・社 会福祉事業 と位 置づ け
て いる非人 と叡尊教団 の関わ りを、戒 の受持 による宗教的救済を本質 とす るものである と再定
義 した。叡尊 と非人の双方 にお いて、衣食 の給付 による物質的施与 ではな く、八斎戒受持 によ
る宗教 的救済が意図 されて いた こと、 また、非人 との接触以前 には、在 家救済 とい う課題 を実
現す るた めの具体的手段 を もたなか った叡尊 が、非人 との接触を契機 と して、授戒 によ る大規
模な在家救済 の活動 を開始 しえた ことを明 らかに した。 その意味で は、叡尊教団 の支持者 の拡
大 と西大寺 の興隆 は、 中世社会の周縁的存在 であ る非人 の救済 を端緒 としていた と考 え る。教
団 の発展過程 に位置づ ける とき、非人 は単 な る慈善事業の対象 と してで はな く、発展 の契機 と
な った存在 として重要 な意義を もっ といえよ う。
第四節 「戒律 による救済論」 で は、 国土安穏 とい う現世 的社会 的効果 が、律僧 と在家 の持戒1
に期待 されていた ことを指摘 した。大規模 な授戒活動を対 モ ンゴル戦争 とい う背景 においた場
合、個人 の持戒 と国土安穏 の連続 的認識 の意義 は大 きい。 在家信者 は、個人救済 ばか りで はな
く、国土安穏 を主体的 に担 う存在 と して位置づ け られて いたのであ る。
第四章 叡尊 におけ る戒律 と護国
一蒙古襲来へ の思想的対 応をめ ぐって一
文永 ・弘安 の二度 の攻撃 を頂点 とす る蒙古 の脅威 に対 して、 日本側 は、仏神 に国土 や国家 の
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擁護 を祈 願す る とい う宗教的対 応を とった。13世 紀後半か ら14世 紀初 期 にか けて お こな われ た
異敵 降伏祈 祷 は、全国的 ・持続的な ものであ り、当時 の宗教 のあ りようを大 きく規定 していた。
石清水八 幡宮の縁起 『八幡愚童訓』 に祈祷 の情景が特筆 され るように、叡尊 とその教団 も注 目
すべ き成果 をあ げたとされ る。 しか し、叡尊 ら律僧側 と石清水 八幡宮側 とでは、祈祷 と霊験 の
解釈 が全 く異 なる。本章 は、国家 と密着 していた とみなされが ちな叡尊 とその教 団の蒙古襲 来
へ の対応 を、石清水八幡宮側 と対比 す ることで、鎌倉時代 にお ける国家 と仏教、普遍 と特殊 の
関係付 けの一 側面 を照射す ることを課題 とす る。
第一節 「問題の所在」で は、叡尊 を検討 する前提 と して、異 敵降伏祈祷 にお いて期待 され た
霊 験の三 種の あ り方 を検討 した。
第二節 「思想界 の動向」で は、仏神 の霊験 を もた らしたとされ た異敵 降伏祈 祷が㍉当時の思
想 をいか に規定 したかを論 じた。
第三節 「叡 尊 と石清水 八幡宮」 では、祈祷 をお こなった叡尊 ら律僧 と、祈 祷の場 とな った石
清水八 幡宮 の関わ りを指 摘 した。
第 四節 「叡尊 にお ける戒律 と護 国」 で は、叡尊の石清水八幡宮 にお ける祈祷 は、戦闘 の回避
と抑止 を祈 願 したこと、戦闘の回避 と抑止 は、叡尊 のみでは な く弟子 の願文 など前後二二年 間
にわた る四っの史料 に共 通 して見 られ るもので あ り、教団全 体 に一貫 した祈願 であ ることを示
した。 さ らに、 『梵網経』 と叡尊 による注釈 『梵網経古迩記輔行文 集』 にお ける戒律思輝か ら、
祈願 の思想 的基盤 をさ ぐった。叡尊 らは、敵対関係 の克服 ・解消 を宗教 的課題 とす る梵綱戒 に
立脚 し、 自己 と同質の存在で あると位 置づけ ることによって、戦 闘 ・攻撃 を否定 して いる。、異
敵 蒙古 と味方 日本 とい う政治的敵対 関係 によ ってで はな く、異敵 を 自己 と同質な存在 とみなす
とい う意 味で、梵網戒 の思想 は、 国家 ・政治 の枠 によ って固定 されな い、普 遍的な人間観 を も
た らした といえ よ う。 この ように、叡尊教団 の祈願 は、戦 闘 におけ る勝利 を.祈願す る とい う一
般 的な戦 勝祈願 に還元 しえな い。 しか し、現実 に戦闘 と殺生が お こな われ た ことは、戦闘 の勝
利 すなわち祈祷の成功であ るという世上 の評価 とは逆 に、叡 尊 らに と って は失敗 を意味 してい
た と考 え られ る。
第五節 「『八幡愚童訓』 における戒律 と護国」 では、石清水八 幡宮 の霊 験 観 を分析 した。 八
幡 は、 国家 鎮護の 目的で敵 を殺 す神 とされていた。神功皇后 のいわ ゆる 「三韓征伐」 か ら弘安
の役 にいた る対外戦争 の歴史を、八 幡に よる異敵 の殺生の歴史 と して叙 述 す る中で、 『八 幡愚
童訓』 は、 国家鎮護 のたあの殺生 と慈悲 に もとつ く救済 とい う性 格 の矛 盾 を、 国家 的 ・政治 的
論理 の優越 、殺生の宗教 的救済観 とい う二 っの論拠 によって正 当化 して い る。 この発想 は、叡
尊教 団側 の戒律思想 にもとつ く祈願 とは全 く異質で ある。 ただ し、『八 幡 愚 童訓』 に引用 され
た長寿王物語 の存在か ら、『八幡愚童訓』 の作者が、殺生否定 ・戦 闘抑 止 を説 く戒 律思 想 に対
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す る一定 の知識 を もっていた ことがわか る。 しか し、『八幡愚童訓』 は長 寿王 物語 の 内容 を実
質的 に捨象 し、 これにかわる価値 と して暴 力 による国家 の擁護 を最高の もの と位 置づ けたので
ある。古代以来 の国家鎮護 の武神観念 と、仏教 にお ける慈悲 の菩薩観念 の会通の結 果が、殺生
を救済 した うえで 日本 とい う国家 を優先す る 『八 幡愚童訓』 の思想 とな ったといえ よう。
『八幡愚童訓』 は、八幡 の霊験すなわ ち暴 力が叡尊 の祈祷 の力 によって発動 した と叙述す る
ことによ って、叡尊 の普遍的 な人間観や根 源的な平和 への志 向を隠蔽 したのであ る。
第五章 寺領荘園 の集積過 程か らみた叡尊教 団の特質
本章で は、教団の経済基盤であ る寺領荘 園の集積過程 を通 じて、叡 尊教 団の時期 的変化 をあ
とづ けた。
中心史料であ る 『西大寺三宝 領田園 目録』 の概要 は、論文末の表 ・図に示 した。整理 の結果、
南都 の戒律運動家 が運動基盤 を与 え、教団 メ ンバ ーの縁者が援助 す るとい う寺院社会 の支持 が
な された第一 期、 地域の在 家によ って追善 を中心 とす る諸仏事 への寄進 がな された第二期、後
深草上皇 ・伏見天皇 ・幕府 な どの権 門か ら国家鎮護 を目的 と した寄進 がな された第三期、 に寄
進 の過程 を区分 した。第一期 においては、教団 は不安定 な運営基盤 しか もたなか ったが、第二
期以 降、忌 日仏事 と光 明真言会 への寄進が主要 な目的 とな り、支持基盤 ・経済基盤 が拡大 して
い く。拡大 の要 因 とな った追善 によ る後世往生 とい う目的 こそが、西大寺 に結集 した在蒙信者
が求 めた宗教 的価値 であ った といえる。諸権門 による寺領寄進 は第三期 にいたって は じめて登
場 し、飛躍的 な量 的 ・地域的拡大 を もた らした。
第五節 「戒律興 隆運動 ・慈善救済事業 と寺領寄進」 で は、教 団の特徴 である戒律興隆運動 と
慈善救済事業が寺領寄進 の動機 とはな りに くか った ことを示 した。
第六節 「叡尊教団 と諸権門の接近」で は、叡尊 が直接運営 した第一期 ・第二期 にお いて は、
個別零細 な寄進 によ りどころを求 め権門 に対 して距離 をお こうとした叡尊の運営方針が貫 かれ
て いた こと、叡尊 の引退 と死を経 た第三期 に、忍性 に運営が委譲 され、寺領 と鎮護 国家仏事 を
介 した諸権門への接近が始 まることを指摘 した。寺領寄進 の視点か らみ るな らば、叡尊 とその
教団 が政治権力 と密着 していたとい う通説 は、 時期、 および叡尊以降の指導者 であ る忍性 の行
動を視野 にいれて修正 され るべ きであ る。
第六章 叡尊教団 にお ける仏教 と王権
叡尊 が政治権力者 と接近 して いたという認識 にっ いて は、研究者 の見解 は一致 してい る。 た
だ し、接近 した対象や その具体的内容 にっいては総体的 ・整合的な理解 がすすんでい るとはい
えな い。本章 は、叡尊 とその教団 にお ける政治権力者 との関わ りを明 らかに した。
第二節 「僧尼国王不拝論 の意義」で は、『梵網経』摂化漏失戒 に もとつ く叡 尊 の 「国王 に向
ひて礼拝せず」 とい う発言の意図を明 らかに し、権力者への態度を検証 した。先行研究 は、 こ
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の言葉 を権力者への接近 を否定 した ものである と理解 して きた。 しか し、 『梵網 経』 や太 賢 ・
義寂 ・天台 ・明曖 らの注釈、お よび 『浬葉経』 ・ 『法華経』 を参照 して叡尊の発言 を読解す る
と、 出家で ある戒 師 を上位 とす る礼 の秩序が守 られ る限 り、国王への授戒を必要 とす る内容 で
あ ることが明か とな った。授戒 を公武両権門の有力者 に対 して平等 にお こなって いる点 で、叡
尊 の行動 はこの戒 に即 して いた と言 える。
第三節 「叡尊教 団 にお ける仏事 の特質」 で は、教団 における法会 ・修法の特質 を分 析 し、 そ
の時期 的変化 をあ とづ けた。国家鎮護 ・国土安穏 を目的 と した修法 ・法会であ って も、権門側
の要請 と寺 院側 の奉仕 とい う顕密寺院 に一 般的であ った忠誠関係 は一貫 していない。 権門 ・国
家 との関わ りよりも、 む しろ西大寺 の伝統 仏事 を新興の律僧集 団が担 うとい う寺 院内的な動 機
や、寺 院外 の在地 の在家信者 の存在 を、叡尊教団 は視野 にいれていた。 こうい った特徴 を もっ
ていた仏事 が権門 か らの要請 に もとつ くものへ と変質 してい った過程 は、 『最勝 王経 』 転 読講
讃、年始七 ケ 日修法、百座仁王会、お よび宝生護 国院 とその仏事、関東祈祷寺化 などに着 目す
る ことで、詳細 に把握で きた。第五章 における寺領寄進 と同 じく、法会 ・修 法の考察 において
も、叡尊最晩年以降 の権門 との接近 が見 られる。
第七章 貞慶 ・栄西 にお ける戒律興隆運動
一叡尊へ の展開の前提 として 一
叡尊が南都で戒律興隆運動 に着手す る以前に、貞慶 によって運動 のための人 的 ・物 的資源 が
用意 されて いた。 貞慶 と同時期 に、栄西 も戒律興隆運動 に着手 していた。叡尊 の活動 は、貞 慶
の延長 と して位 置づ けた とき、 は じめて歴史的 ・思 想的特質 を示す であろ う。 また、栄 西の戒
律 興隆運動 は、 南都戒 の運動 とは異 なる特質 をもって いた可能性 がある。本章 は、 こういった
問題意識か ら、貞慶 ・栄西 の運動 の特質 を解明す ることを課題 とす る。
第二節 「貞慶 の戒律興 隆運動」 では、南都 における戒律興隆が国家的視野 か らで はな く、 あ
くまで寺院社会 内部 の課題 として発想 された ものである こと、 財源 は貞慶 ら個人 によ って調 達
されて いた ことに注 目 した。南都仏教界 には、貞慶 をは じめと して尊 円 ・戒如 ・良 遍 らによ る
戒 律興隆運動 を支 え うる精神的基盤 一協 同す る出家集団 と彼 らに帰依 す る在 家信 者 集 団 一 と、
物質的基盤 一十分 な寄進 と運動 の当事者 が寄進地 ・寄進物 を運 用す る裁量権 一が存在 した。 国
家か ら距離 を置 いた運動 を進 あえたのは、 こうした特質 の結果 である。
第三節 「栄西 の戒律興隆運動」で は、栄西が、王法仏法相依論 に もとつ いて、持戒 僧 の教 団
を維持すべ きことを公家権門 に要請 したことに注 目 した。栄西 の運動が公家権門 に依存 して い
た理 由 として、栄西の母胎で ある天台教団が伝戒護 国の思想 を もって いたこと、新興 の禅 仏教
をかかげる栄西 らが十分な人的 ・物的資源を もたなか った こと、大 日能忍の例のような弾圧を、
自己の仏法 が国家 にとって有益 であると主張す うことによって回避す る必 要が あ った こと、 な
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どが考 え られ る。
貞慶 ・栄西 の戒律 興隆運動 は、 あ くまで僧宝再建 が課題 であ る。叡尊 において、出家僧の み
な らず在家 信者 にお ける持戒が重視 されて いた ことは、貞慶 ・栄西 との大 きな差異 であるといっ
て よい。第 三章 にお いて検討 したよ うに、叡 尊の運動 の特徴 は、在家授戒の観点か ら把握 され
な ければな らないので ある。
第二部 無住 にお ける戒律 と禅
臨済宗長 母寺 の住持で あ り、著書 『沙石集』 にお いて下根 の救済 を強調 した無住 につ いて、
従来 の研 究 は、新仏教 の諸祖師 との比較 を通 じて検討 して きた。だが、無住 を検討す るにあたっ
て重 要なの は、彼 自身 が身 をおいた顕密仏教 ない し西大寺系律僧 ・東福寺系禅僧 とい う視点 か
ら考察 す ることで ある と考 える。無住を考察す る本 稿第二部第一章 では、無住 を律僧 ・禅 僧 と
して位置づ け うる ことを明 らかに し、顕密仏教 に対 す る無住 の態度 を検証 した。 第 二章 で は、
無住の教 学や人間観 を把握 し、 同時代の律僧 ・禅僧 と対照 す ることで思想的特徴 を明 らか に し
た。
第一章 律僧 ・禅僧 としての無住
第二節 「律僧 ・禅僧 としての無住」で は、無住 の修学過程 か ら、無住 を律僧 。禅僧 と して理
解すべ きで ある と指摘 した。無住 は、西大寺系律僧 と して三宝院流 を、東福寺系禅僧 として天、
台谷流 を受 け、真言密教 ・天 台密教 の両系統 を相承 して いる。無住 が後半生 を送 り、著作の場
とな った長母寺 に は、密教修法 を実践 しうる西大寺系律 僧 と して受 け入 れ られた。無住 を理解
す る基本 的視点 と して戒律 ・禅 ・密教 を重視す るべ きであ る。
第三節 「遁世 僧 と しての視座」 では、仏教 の公的 ・国家的機能 を担 う存在 として中世社会 に
定着 してい く過程 にあ った律 僧 ・禅僧 の一般的形態 とは異 な り、無住 においては、公的 ・国家
的価値 への積極 的な評価 が存在 しない ことを指摘 した。遁世僧無住 は、徹底 して個人 の仏教 を
課題 と して いたのであ る。
第二章 無住教学 の特 質
本章で は、無住の思想 の特徴 であ る 「方便」論 と人間観 を論 じた。
第二節 「『方便』論 の特質」 では、多様な教行 が有効 である ことを 師説 にな らって認 めた無
住が、師 とは異 な って教相判釈 による体系化 を志向せず、全 ての教行 を 「方便」 として並列 し、
その 「方便」 のそれぞれ を般若すなわち究極 の仏智で あると見 な していたことを明 らかにした。
この特異 な無住 の 「方便」論の根拠 と して 「方便を以て究意 と為 す」(『大 日経』住心品)と す
る密教思想 との関連 が推定 され る。
第三節 「諸教行 の意義」で は、諸教行 が、機根の上下を軸 とす る構造 を もっていた ことを明
らか に した。禅 ・顕教 な ど上根 のための教行 が説かれて いた ことは、従来 の見解 のよ うに、下
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根救済 を無 住教学 の特 徴 と見なす ことがで きないこ とを意味す る。全 てが 「方便」 であ る多様
な教行 によ ってあ らゆ る宗教 的段階 の衆生が解脱 し救済 され る とい うあ り方 が無住 の教学 の特
徴 であ る。
第 四節 「人 間観」 で は、新仏教 ・異端派 による単線的 な救済論 で もなければ、 伝統教学 によ
る到達点 に段 階的な差 異を設 ける解脱論 とも異な る、無住 の 「方便」論 の基 礎 にある人間観 を
検討 した。理論 的認識 において は、 あ らゆる教行 には解脱 ・救済 の可能性 があ る。 しか し、無
住 が意識 せざ るをえないの は、上根 の禅か ら下 根 の称名念 仏 にいた るそれぞれ の段階 の教行 に
おいて破綻 していかざ るをえない現実 の人間であ る。 この人間像 は、疾病 とい う 「弱 さ」 のた
めに戒律 ・坐禅 の実践 不可能性 を直視せ ざるをえ なか った無住 の 自己像で あ った と同時 に、 人
間一般 の 「弱 さ」 として普遍 的に見 出されて いる。
特異 な 「方便」論 が、価値 を選別す る ことによる体系性 を もたなか ったのは、特定 の教 行 に
依拠す る ことによ って宗教 的達成が可能だ と主 張 しうるだ けの 「強 さ」を無住が信頼 しえなか っ
たか らで ある と考 え られ る。叡尊や 円爾弁円な どの戒律 ・禅 の師にあた る思想家 ・実践 家 と無
住 の最大 の差異 は、 この 「弱 さ」 に もとつ く人間観 にあ る といえ よ う。
結
本論文 は、叡尊 ・無住 とい う二人 の律僧を取 り上 げ、14世 紀初 頭 まで の西大 寺系律僧 の思 想
と活動 を検討 した。授戒 ・法会 ・修法 など、叡尊 関係 の史 料 は実 践 による達成度 の高 さを示 し、
叡尊が救済 の可能性 を寸毫 も疑 わなか ったことを感 じさせ る。 だが、「弱 さ」 を強調 す る無 住
の著作 は、不可能性 を強調す る言説 に満 ちて いる。無住 は、律 僧 ・禅僧 で あ りなが ら、戒 律 や
禅 が要求す る 「強 さ」 を もちあわせ なか った。 その意 味で、無 住 は叡尊 らの陰画 であ るとい え
よ う。両者 を対比 した ことによ って、律僧の思想 ・活動 や戒律 による救済 論 を複 眼的 に明 らか
に しえた と考 える。
しか し、本論文 の範囲 では、律僧が担 った戒律 による救 済 の思想 の全 貌 を明 らか に しえ た と
は言 えない。14世 紀以降へ視野 を広 げて、 このテーマを追 求 して い くことが今後 の筆者 の課 題
となるで あろ う。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論 文 は、「序」、お よび中世 律僧集団の草創期 におけ る組織 者 で ある叡 尊 の思 想 と活 動 を、
教団の展開過程 に即 して考察 した第一部 と、叡尊 の教団 に属 しなが ら叡尊 とは異質 な教学 観 ・
人間観を構 築 した、無住 の思想 を検討 した第二部 か らな る。
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序 で はまず従来 の鎌 倉仏教研究史 を総括 し、戒律 は時代 の本流で はないとす る研究史の枠組
みの影響 を受 けて、律僧 の思想 および戒律 に基づ く救済観念 の解 明は、 いまだ不 十分 な段 階 に
ある ことを指摘す る。 その上で、1叡 尊の中心思想 を彼 自身 の表現 に即 して解 明す ること。2
叡尊 の諸活動 を救済論 的視野か ら再評価す ること、3叡 尊 と無住 の思想 を鎌 倉時代の思想 的空
間 に位置づ け ること、 とい う本論文 の三 っの課題 を提示 す る。
第一部 「叡尊 における戒律 と救済」 で は、 まず第一章 「諸伝記 にお ける叡尊評価 と本稿 の基
本的視点」 において、叡尊 につ いての これまでの諸伝記 を検討 し、そ こで は叡尊 の諸活動 の成
果 に関心が集中 して、思想 ・活動 の時期 的展 開 とい った視野が欠 けて いることを指摘 し、 そ う
した視点 を導入 す ることの重要性 を論ず る。第二章 「著作 と学問領 域」 で は、現 時点 で知 られ
てい る叡尊 の著作 のすべてを列挙 した上で、 それ らを五つ の領域 に大別 して、 そ こか ら叡尊 の
思想 の傾 向性 を読 み取 ろうとす る。第三章 「叡尊 にお ける救済の構造」 は、叡尊 の戒律興 隆運
動 では非入 を含 めた全階層 に対す る一貫 した救済方 法 と して戒律 が位置 づ け られて いた こと、
非人 と叡尊教団 の関 わ りは戒 の受持 による宗教的救済 を本質 とす るものである こと、律僧 と在
家 の持戒 に国土安穏 とい う社会的効果が期待 されて いた こと、 を論 ず る。従来、慈善救済 的事
業 とみ なされて きた叡尊 の非人への授戒 が、叡尊 自身 にお いて は非人 の主体性 を前提 と した宗
教的救済 と捉え られて いたことを明 らかに した点 において、本章 の もつ意義 は大 きい。
第四章 「叡尊 における戒律 と護国」 で は、 蒙古襲来 に対す る叡尊 の対応 を 『八幡愚童訓』 と
対比 す ることによ って、 その特色を明 らかに しよ うとす る。『八幡愚童訓』 は国家 鎮護 の 目的
で敵 を殺 す ことを肯 定 し、 そ う した立場 に立 って叡尊 の祈祷 が蒙古軍 の壊滅 を もた らした と説
いていたが、 叡尊の祈 祷 は本来殺生 を否定 す る立場か ら戦闘の回避 と抑止を祈願す るものであ っ
た、 と論 ず る。 第五章 「寺 領荘 園の集積過程 か ら見 た叡尊教 団の特質」 は、教団 の経済基盤で
あ る寺領荘 園の集積過程 を通 じて、叡尊教団 の時期的変化 をあ とづ け、それを三期 に区分する。
諸権 門によ る寺領寄進 が、叡尊 の引退後 の第三期 にな って始 めて登場す ることを指摘 し、叡 尊
教 団が政治権 力 と密着 していた とい う通説 を批判す る。第六章 「叡尊教団における仏教 と王権」
では、前章 に引 き続 き叡尊 と政治権力 との密着 とい う通説 を批判すべ く、権力者 に対 す る叡 尊
の態度 を検証 す る。論証 の過程 で、『梵網経』 の 「王 国 に向か ひて礼拝 せず」 とい う言 葉 が、
従来考 え られてい るよ うな権力者へ の接近 の全面 否定 を説 くもので はな く、戒 師を上位 とす る
礼 の秩序が守 られる限 り国王へ の授戒を認 めるもので ある、 と論ず る。 第七章 「貞慶 ・栄西 に
おける戒律興 隆運動」 は叡尊 らおける戒律興隆運動 理解 の前提 と して、 貞慶 と栄 西 に着 目 し、
その運動 の特質 を解 明 しよ うとす る。出家者中心 の持戒運動 を志 して いた貞慶 ・栄西 に対 し、
在家信者 における持戒が重視 されていた ところに叡 尊 の運動の特徴があ る、 とす る。
第二部 「無住 における戒律 と禅」で は、無住 を西 大寺系律僧 ・東福寺系禅僧 とみなす視点 か
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らその思想 を検討 す る。第一章 「律僧 ・禅 僧 と しての無住」で は、無住を律僧 ・禅 僧 と して位
置づけ うることを指摘 した うえ で・仏教 の公的 ・国家的機能 を担 う存在 と して中世社 会 に定着
してい く律僧 ・禅僧 の一般的形態 とは異 な り、無住 にお いて は徹底 して個人 の救済 が課題 とさ
れていた、 とす る。第二章 「無住教学 の特質」 では、無住の思想 の特徴 と考 え られ る 「方 便 」
論 と人 間観 を論ず る。無住が教相判釈 によ る体系化 を指向せず、 すべての教行 を 「方便」 と し
て並列 し、 それ ぞれを究極の仏智のあ らわれ とみな して いた こと、 そ う した主 張 の背景 に は、
修行 の途 中で挫折 していか ざるをえない人間 の 「弱 さ」 を直視す る彼独 自の人間観 があ った こ
と、 そ うした無住 の救済論 と対比 した とき、戒律 による救済 の可能性 を寸毫 も疑 わなか った叡
尊 の特色が鮮明 に浮か び上 が って くること、を指摘す る。
以上 の第一、第二部の考証 によ って、序 に掲 げた三つ の課題 に対 して的確な解答が示 された
ものと判断 され る。
本論文 にお ける研究史 の整i理は目配 りが きいた もの とな ってお り、 それを踏 まえた問題点 の
提示 も適切 であ る。論証 も実証的で手堅 い ものが あ り、従来 の通説 に対 して種 々の新 知見 が示
されている。 とりわ け 『八幡愚童訓』 と対比 しつっ叡尊の戒律観 の特色 を明 らか に した第一部
第四章や、指示層 や経済基盤 の変化 と対応 させっっ、叡尊 の思想 と律僧教団 の変容 を論 じた同
第五 ・第六章 は、読 み応 えのある内容 にな って いる。本論文 が、 中世律僧 の思想 の研 究 な らび
に中世思想史研 究 に寄与す るところ大で あることは疑 いえない。
よって、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有 す る もの と
認 め られ る。
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